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—— いかに 生きる かの 問題 —— 
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日本の 現代 文学 は、 もっとも つと、 われわれの 生き 

ている 現実の 歴史の 深さ、 鋭 さ、 はげし さに ふさわし 

い 文学 精神と 方法との 上に 立て直されなければ ならな 

い。 この 欲求 は、 こんにちの ヒュ ー マ 二 ティ ー の 欲求 

として、 公然と 語られる ものと なって 来て いる。 

しかし、 この、 現代 文学 は 変らなければ ならない し、 

遠からず 大いに 変らずに はいな いだろうと いう 予感 は、 

それが 公然たる 一般の 感想と なって 来る につれ て、 そ 

れぞれ の 文学者 (小説家、 詩人、 戯曲 家、 評論家 を こ 

めて) による 予感のう けいれ かたが、 それぞれに ちが つ 

て 表現され はじめた。 



その 一 つの 例と して、 最近 発足した 「雲の 会」 が あ 

る。 岸 田 国士、 福 田 恆存、 三 島由紀 夫、 木 下 順 二 その 

ほか 相当の 数の 文学者た ちの 集団で ある。 小説 や 評論 

の 現在の 状態に 感じられ ている 一 種の ゆきづまり を、 

「もっと 広く、 窓 を 外に 開こうと する 要求が みられて 

いるし」 「芝居が 文学の 広い 領域から 栄養 を摂ら なけ 

れ ばなら ん という こと は、 やはり 芸術 文学 の ほかの 領 

域で も 同じ ことが 云える 時代 だと 思う」 (岸 田 国士、 展 

望、 十一月 号 座談会) という 共通の 見解の 上に 結ばれ 

ている のが 「雲の 会」 である。 

この 基本的な 線に は、 参加して いる それぞれの 人た 



にし、 中心に して、 まだ 形 をな さない 日本の 小説に 形 

を 与えて ゆく —— 大体そう いう 気持な のです」 (同上) 

福 田恆存 も、 芝居が 「便利な もの」 であると いう 見 

解で は 三 島由紀 夫と ほとんど 一致して いる。 「小説の 

場合に は、 ゥッ カリ 我々 がゴマ 力され ている ものが 演 

劇の 場合に はゴ マカシ がきかない。 そういう 点が 『便 

利な もの』 である ご 「現代で は 文学 や 小説が 段々 平面 

的に なった」 それの 「立体 化と いう こと は、 ある 意味 

において は、 全人 性の 獲得と いう ことと も 通ず るので 

はない か」 (同上、 傍点 筆者) 「雲の 会」 という 名 も、 

おそらく は、 ギリシア 喜劇 「雲」 への 連想に 由来して 



いるの だろう。 

こんにちの 日本の 社会で は、 現代人の 発想と して、 

さ まざ まの 具体的な 試みが 活潑 に 実行 さ れて こそ 結構 

な 時期で ある。 まして、 すべての 新 劇団が、 一九 五 〇 

年 は 五 丄ハ月 ごろから 著しく 財政 困難に 陥って、 熱心 

で 技量の ある 俳優た ちが 無給で 奮闘して いる 現在、 芝 

居に 新しい 息吹きが 加えられる ことに なれば、 それ は 

いいこと だと 思う。 ジャ— ナ リズムの るつ うさと 「非 

常に 職業 化して 来て いる 日本の 小説 壇」 (小 林秀 雄) の 

気風に 虚無 感を 誘い出されて、 小説が 「拘束」 を もつ 

て いないと いう ことに 苦しみ はじめた 若い 能 才の作 



家 • 批評家た ちが、 「ゴマ カシの 利かない」 演劇へ 新し 

い 芸術 意欲 を かけて 行こうと する こと も、 そう 感じて 

いる 人々 にと つて は 無意味で なかろう。 (もっとも 小 

説 や 評論が、 そんなに ゴ マカシ のきく もので あり、 そ 

のように 様式からの 拘束がない と、 もてない もので あ 

ると いう 感覚 そのもの がー つの 異常で あるが) 

その 結果い かんに かかわらず、 「雲の 会」 のよう な 脱 

出の 角度と 形態 は、 その 会に あつまった 人々 に 種々 の 

試練 を 与えて 成長させる か、 或いは 空中分解 を させて 

しまう かする であろう ほかに、 直接 その 会に 関係 を 

もっていない 一般の 人た ちに、 多くの 問題 を 示唆す る。 



そして、 たとえ 「雲の 会」 そのものが 地上に ふかく 舞 

い 下りて、 地の 塩と ならない にしても、 その 刺戟から 

更に 新鮮な 機運が わき 出て、 一 九 三 三年 ごろ エリカ - 

マンが ナチ ス 政権の もとで 組織して いた 「ぺ ツバ— ミ 

ル」 (胡椒 小 舎) に 似た 演 劇団が 生れる かもしれ ない、 

そういうと ころへまで 思い を は せれば、 「雲の 会」 も そ 

れ としての 限界のう ちに、 おのずから 一 つの フエ ノメ 

ノンで あり 得る かもしれ ない。 

だが、 芸術の 本質から いまの 文学の ゆがみ を 照し 出 

そうとする その 企ての 第一 着で ある 「キティ 颱風」 は 

自他と もに あれで は 駄目な ものと 考えられ、 「芝居と 



いう もの は あんな もので は 困る と 思う」 (小 林秀 雄) と 

座談会 で 語ら れて、 その 言葉 は 笑声と ともに うけが わ 

れ ている。 作者 自身に よって 「キティ 颱風」 に は 「日 

本人の、 たとえば 社会性の なさと か、 その他 色々 な 弱 

点が 皆 出て いる 訳です ご と 云われて いる。 「つまり 芝 

居に 成りた たない ような 日本人の 生活 や 心理の 弱点 を、 

皆 まとめて 芝居に こしらえ ちゃった ものな のです。 

従って、 あれ は 一度つ きりの もので、 あと は あの 手で 

は ゆかない し、 あれで はほんと うの 芝居と いう もので 

はない と 思う のです ご 

これ を 客観的に 云い あらわして みると、 「キティ 颱 



は、 日本 そのものの、 反映な の だ」、 カミュの 「ぺ スト」、 

ォォゥ エルの 「 一 九 八 四 年」、 ゲ オル ギゥの 「二十 五 時」 

などが、 日本の 中堅 作家と 同年 代の 外国 作家の 手に な 

る ものである こと を 見れば 「明らかに 盲目と 無力と い 

う 言葉が 日本の 作家に 冠 せられても 仕方がない」 (「歯 

車の 空転」) 伊藤整の この 感想 は 共感され る。 彼に 「い 

まの 文学の ゆがみ」 は 明らかに 意識され ている。 「芸 

術の 本来の 性質から いまの 文学の ゆがみ を 照し 出そう 

とする 企て」 を もつ 作家の 一人で ある。 いまの 文学の 

ゆがみ そのもの を、 その 一文の 中で アクロバット 風に 

表現して いるに すぎない こと を 痛ましい と 思う。 一人 



本の 芸術の 基本的 方法 は イデ ェの根 を もたぬ 感覚に よ 

るの だから、 近代 風な イデ ェの 操作と 実 作と は 歯車が 

合わない の だ」 (同上) という、 現状 解明の 場に とどま 

りかね る 思いが ある。 「巨大な 冷酷な 秩序の ヒダに は 

さ まれても がく 虫の ような 存在と して 自己 を 意識し」 

て、 そこに 伊藤整の 人間 及び 文学者と しての 存在 感が 

定着し きれる ものなら ば、 どうして 彼 自身、 きわめて 

具体的な フ アイ ティング • スピリット を もって 「チヤ 

タレ— 夫人の 恋人」 の 告発状の 中には、 検察 当局が そ 

の 作品 を ちゃんと よんで いない 節が ある こと を 公表す 

るだろう。 ヒダに はさまれて もがく どの 虫 も、 権力に 



界と 人間の 衝動の 中に あとづける ことによって、 美と 

いう 仮り の 調和 体 を 作る ことし か出来ない」 ものと し 

て 受取って いる。 ジェ ー ムス. ジョイ スゃ D • H • 口 1 

レンスから 多くの もの を 摂取して 来た 一 人の 日本の 文 

学者と して、 以上の 言葉 は、 その 人の 真実 を 告げて い 

る。 しかし、 これらの 表現 は 「この 時代に 生きる 作家 

の 運命」 のす ベての 面に ふれて いるだろう か。 

文学の ために —— 人類の 理性の 発展の ために、 国家 

権力の 圧迫と たたかわなければ ならな くな つ た 文学者 

伊藤整の こんにちの 現実。 そして、 その 伊藤整の 現実 

を、 おのれの 生活と 文学に もつな がる 問題と して ひろ 



だ」 「日本の 芸術の 基本的 方法 は イデ ェの根 を もたず 

感覚に よるの だ」 という、 きょうで はもう 半過去に な 

りつつ ある 事実に 執し すぎて いるた めに、 感傷 を さけ 

がたい 知性の 響きが ある。 「美と いう 仮り の 調和 体」 

というと き、 この 文学者 は、 仮リ でない 美が 人類のう 

ちに ある こと を 知覚して いるの だ。 こんにちの 世界 文 

学の 状況に おいて、 「仮り の 調和 体」 とこと なった 強壮 

な、 人類に 根ざした 美 は、 外国 作家の 文学の 中に しか 

あり 得ない とするならば、 それ は、 日本と いう 島の 国 

が 面して いる 明日の 運命に ついて、 あまりに 単純な 見 

かた だと 思う。 日本の いまの ままの 現^ 文学 は、 歴史 



文学の 立場から も つ と 明らかにしなければ ならない と 

いう 必要 は、 日本の 文学に 新鮮な 血行 を 与える ために 

一 般 的な 必要と なって 来て いる。 

民主的な 立場に 立つ 文学者 は、 裾 を かかげて 水中に 

ふみ 入った 者で あるから、 中流に 佇んで 雲のう っリを 

見上げて いても 意味がない。 率直に、 まだよ くわから 

ないいろ いろの 文学 課題と、 自身と しても まだ 結論に 

達して いない 諸 実験に ついて 話し 出して、 そういう 風 

に 文学 を 愛する こころに おいて 互 をう ち ひらく 信頼 I 

I 共通な 発展の 基礎 を 見出す ことに、 馴れて ゆかな け 

れ ばなら ない 時期 だと 思う。 



その後に は、 民主的 文学 運動のう ちに 占める 労働者 階 

級の 文学の 位置づけ を 不分明に した。 この こと は、 や 

がて、 リアクション として、 一部に 極端な 文化 文学 上 

の 経済 主義 をお こす ことにな り、 政治と 文学との 関係 

は、 一九二 〇 年代の 初期、 プロレタリア 文学 運動の 発 

芽 時代に 一 部の 実践 家 (平 沢 計 七 そのほか) によって 

云われた ような、 機械論にまで 逆行して 行った。 

これらの 過程に、 民主的な 文学者が、 心に 苦汁 を か 

みしめ ながら、 日本文学の 問題と して、 文学 全 野に こ 

の 問題 を 語り かけなかった の は 何故だった ろう。 わた 

し は、 自分に ついて 調べて みたい。 それ は、 やっぱり 



にした が つ た 理論的な 方法で 処理す る鎂が 身に つ くま 

でに、 複雑な 五 年間が 必要だった。 

一九 五 〇 年に はいって きょうまでの 十 力 月に、 わた 

しとして は、 フェア. プレイと それ 自身の 成長 発展の 

ために、 前衛 組織の 規約 は、 どのように 尊重され なけ 

れ ばなら ないかと いう 厳粛な 事実 を 学んだ。 これ は 革 

命の 信義の 課題で も ある。 その 半面、 文学の 分野で は 

どのように 語るべき こと を まっすぐに 語り、 検討し あ 

う 責任が あるかと い う 事実 も 学 ん だ —— 民主 主義 文学 

について 枠内で 語る ので はなく、 民主主義 文学者と し 

ての 責任に おいて、 日本の 文学の 諸問題に ついて ふれ 



と、 文学 問題 一般につ いての 発言との けじめな く、 プ 

ロレ タリ ァ 作家た る 立場と して、 求められた のだった。 

現在、 この 状態 は、 一変して いる。 政党が 存在して 

いる。 労働組合 も ある。 多くの 文化 団体が、 それぞれ 

の 専門分野 において 存在して いる。 民主的な 文学者と 

して 文学の 諸問題 を 語る こと はわた しの 属す 文学 団体 

そのものの 内部 を 語る ことで さえ も あり 得ない。 

この 了解に 立って、 わたし は 語り 得なければ ならな 
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